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介護予防における『買い物の効果』 ～自己効力感の観点から～ 

 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

本研究では、高齢者の健康状態を維持する『介護予防』の観点において、『買い物』という行動が、高齢者にどのような影響を及

ぼすのかということを、明らかにすることを目的としている。特に従来からアウトカムとして用いられてきた、ＱＯＬや厚労省の基本チ

ェックリストにとどまらず、高齢者に自立を促すという視点から、自己効力感という考えを新たに取り入れた。 

本研究の狙いとしては、介護予防における買い物の効果を実証することで、提供できる介護予防サービスの幅を広げ、高齢者に

より適した予防を行えるようにすることである。 

 

本研究では先駆けてショッピングをリハビリの一つとして取り入れている光プロジェクト株式会社さまにご協力いただいて、介護予防

における買い物の効果検証を試みた。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

近年、買い物をすることで認知症予防や運動不足の効果があると期待されている。買い物というのは、日常的な活動であり、あ

まり運動などの効果はないように思えるが、実際に他の客や商品に当たらないように歩く、お金を計算する、といった多彩な動作が

組み合わされている。また『高齢者にとって、毎日の繰り返しの中に存在する日常的な動作を継続し、維持していくことが、健康や

生活の質を確保するのに極めて重要』（下村ほか 2003）ということも示されている。 

しかしながら、現在の介護保険法においては、介護度が高い高齢者に対して、買い物支援サービスを提供することは可能である

が、自立度が比較的高い高齢者に対しては、支援サービスを提供することが難しい。従って、介護予防の対象となるような介護

度が要支援 1、要支援 2 のような人たちに、買い物サービスを提供することが難しいということである。 

しかしながら『買い物』が、介護予防として効果がある、ＱＯＬの向上につながるということが明らかになれば、より積極的に買い物

支援が可能になったり、介護予防として買い物をすることで、より豊かな生活を送るきっかけを与えることができるかもしれない。 

現状として、物資の調達という意味合いに終始している買い物を再定義することで、買い物の可能性を広げたい。 

 



３．研究テーマの課題 

本研究における課題としては、『買い物』という大きな活動、多彩な要素が含まれる活動をどのように捉え、測定するかということで

ある。この研究の結果として、介護予防の在り方やより高齢者にとってよい効果を持つという観点から、単純に満足度や楽しいと

いう評価だけでは足りないと考えられた。また介護予防教室の多くは、厚労省の基本チェックリストをアウトカムとしている。そのため

どこまでを買い物の効果とするのか、という点が非常に難しい。当初からリサーチ計画が練られていたわけではないため、そのような

状況においてどのように結果を比較していくべきかを考えなければならない。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

アウトカムの測定に当たって、今回は新たに自己効力感という概念を取り入れた。介護予防において、目指すと

ころは高齢者の自立とＱＯＬの向上である。その点において「介護予防の目的を達成し，高齢者の自立を育むた

めには，虚弱になった高齢者自身で「できる」という認知し行動に移せるように，つまり自己効力感としての効

力予期を高めるように支援することが必要であると考えた」と尾形（2008）が述べるように、自己効力感という

概念を取り入れることが重要であると考えられた。また自己効力感とＱＯＬには相関関係があることも示されて

おり、より自己効力感がＱＯＬに関係していることが示唆された。そこで本研究では新たに『買い物に対する自

己効力感』とＱＯＬの関係を調べることとで、新しく買い物の効果を実証することを試みた。 

 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

研究方法として、質問用紙を用いた定量調査を行った。対象は島根県雲南市のショッピングリハビリに参加している群と、ショッピ

ングリハビリではない介護予防教室 3 施設に参加している群 25 名を対象とした。 

アンケート内容は、基本情報として、性別、通っている介護予防教室、普段の買い物手段を聞いた。 

信頼性と本研究が予防教室を対象としていること、買い物を対象としていることから、表のようにＱＯＬ尺度、自己効力感尺度、

買い物に対する自己効力感尺度より構成している。（表１） 

表１ アンケート項目 

 

 

分析はＳＰＳＳを用いて行った。ショッピングリハビリに参加している群と参加していない群の『買い物に対する自己効力感』の差

についてｔ検定を用いて分析した。また『買い物に対する自己効力感』、ＱＯＬ尺度、ＱＯＬ下位尺度に関して、各変数間の

相関関係を分析した。 

 

倫理配慮としてアンケートの取り方としては、雲南市のショッピングリハビリに関しては、直接アンケートの趣旨を説明し承諾いただい

た方のみアンケート調査を行った。その他の施設に関しては施設の方に郵送し、承諾いただいた方のみアンケートをとるということに

合意していただき、協力していただいた。 

 

６．結果や今後の取り組み 



 

結果は、QOL の下位尺度である「生活意欲」についてショッピングリハビリ参加者とそれ以外に有意な差が認められ、ショッピングリ

ハビリ参加者のほうが高い値であった。効果量についても、中程度の効果が見られた。しかし、買い物に対する自己効力感には違

いが見られなかった。（表２） 

 

表２介護予防教室と各尺度の差 

 

相関に関しては自己効力感、買い物自己効力感と QOL、QOL 下位尺度において有意な相関が認められている。買い物自己

効力感が高いほど、自己実現の機会、コミュニティでの存在感、生きる意欲が増し、QOL が高まると解釈できるだろう。（表３） 

 

表３ 変数間の相関 

 

結果としてショッピングリハビリ参加者とそれ以外の予防教室とでは、買い物に対する自己効力感に違いは見られなかった。 

今後の取り組みとしては、『買い物』における状況を考えていく必要があると思われた。週一回の買物ということだけでなく、その買

い物の内容や、どのような要素が買い物に含まれていれば、自己効力感の醸成に繋がるのか、ということを仮説を立てて研究した

い。また、買い物に対する自己効力感の介護予防における効果に関してもまだ検証できていないため、ＱＯＬ以外にも行動や、

改善につながる部分があるのかということも検証しなければならない。 
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